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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (千円) 4,069,769 4,348,072 5,798,146

経常利益 (千円) 5,029 114,625 80,898

四半期（当期）純利益 (千円) 8,016 99,323 72,358

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,735 116,331 67,418

純資産額 (千円) 2,393,295 2,493,699 2,377,419

総資産額 (千円) 5,766,278 6,249,704 5,846,351

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 0.86 10.71 7.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.5 39.9 40.7
 

　

回次
第54期

第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △5.68 △0.56
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の金型事業の状況につきましては、主要顧客である自動車メーカー各社の新車開発需要が

引き続き堅調に推移したことと、顧客の部品調達の国内回帰などにより、活発な引合いが続きました。当第３四半期連

結累計期間の受注は前年同期比8.4％増加しました。この結果、売上高も前年同期に比べ12.1％増加しました。産業機器

事業の受注につきましては、国内主要顧客からの引き合いは厳しい状況が続きましたが、海外向けの受注もあり、前年

同期比5.1％増加しました。産業機器事業の売上高は昨年度の大口物件の売上の影響もあり、前年同期比4.1％減少しま

した。この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は4,348百万円と前年同期比6.8％増加し、営業利

益は金型事業の売上高増加の影響などで124百万円となり、前年同期比688％増加しました。

 

(2) 財政状態の分析

当第3四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ403百万円増加し、6,249百万円となりました。主な内

訳は資産側においては、流動資産が411百万円増加し、固定資産は7百万円減少しました。流動資産の増加は現金及び預

金の増加251百万円と仕掛品の増加369百万円が主なものです。固定資産の減少は減価償却費が設備投資による増加額を

上回ったことによるものです。負債側においては、流動負債は50百万円増加し、固定負債は236百万円増加しました。流

動負債の増加は仕入債務の増加188百万円と品代前受金の増加92百万円が主なものです。固定負債の増加は長期借入金の

増加258百万円が主なものです。純資産は四半期純利益99百万円の計上等により前連結会計年度末に比べ116百万円増加

し、2,493百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
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(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、57百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画の

著しい変更はありません。

また、新たに確定した主要な設備の新設、除却等の計画は以下の通りです。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
総額
(千円)

既支払額
(千円)

提出会
社

本社工場
（大阪府枚
方市）

金型
大型高速加
工機

145,000 ― 自己資金 平成26年12月 平成27年８月

 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,350,000 9,350,000
東京証券取引所
市場第二部

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は1,000株
であります。

計 9,350,000 9,350,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 9,350,000 ― 700,000 ― 480,862
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 75,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,221,000
9,221 ―

単元未満株式
普通株式

54,000
― ―

発行済株式総数 9,350,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,221 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含ま

れています。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)      

株式会社積水工機製作所
大阪府枚方市野村中町
62－１

75,000 ― 75,000 0.80

計 ― 75,000 ― 75,000 0.80
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 849,315 1,101,306

  受取手形及び売掛金 2,153,250 1,931,295

  仕掛品 402,701 771,706

  原材料及び貯蔵品 29,518 25,524

  繰延税金資産 58,235 61,443

  その他 43,308 56,347

  貸倒引当金 △2,000 △2,000

  流動資産合計 3,534,329 3,945,622

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 479,216 484,764

   機械装置及び運搬具（純額） 562,756 569,300

   土地 1,112,910 1,112,910

   建設仮勘定 36,272 14,585

   その他（純額） 10,836 17,734

   有形固定資産合計 2,201,992 2,199,295

  無形固定資産   

   ソフトウエア 46,962 35,260

   その他 4,498 4,426

   無形固定資産合計 51,461 39,686

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 65 65

   その他 58,502 65,033

   投資その他の資産合計 58,567 65,098

  固定資産合計 2,312,021 2,304,081

 資産合計 5,846,351 6,249,704
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,527,903 ※1  1,716,755

  短期借入金 886,660 683,323

  未払法人税等 33,372 12,788

  賞与引当金 61,800 48,255

  工事損失引当金 1,390 -

  設備関係支払手形 11,665 ※1  10,765

  設備関係未払金 39,607 10,454

  その他 222,719 352,863

  流動負債合計 2,785,118 2,835,205

 固定負債   

  長期借入金 510,010 768,352

  長期未払金 44,210 44,210

  リース債務 83,271 66,425

  繰延税金負債 1,413 3,439

  退職給付に係る負債 44,907 38,372

  固定負債合計 683,812 920,798

 負債合計 3,468,931 3,756,004

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,613,000 700,000

  資本剰余金 831,151 1,399,332

  利益剰余金 29,305 473,447

  自己株式 △17,625 △17,677

  株主資本合計 2,455,830 2,555,102

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,147 5,860

  退職給付に係る調整累計額 △80,557 △67,263

  その他の包括利益累計額合計 △78,410 △61,402

 純資産合計 2,377,419 2,493,699

負債純資産合計 5,846,351 6,249,704
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 4,069,769 4,348,072

売上原価 3,608,320 3,735,612

売上総利益 461,448 612,460

販売費及び一般管理費 445,604 487,582

営業利益 15,844 124,877

営業外収益   

 受取配当金 530 305

 仕入割引 1,677 1,782

 その他 424 540

 営業外収益合計 2,633 2,627

営業外費用   

 支払利息 13,134 12,593

 売上割引 44 45

 その他 269 240

 営業外費用合計 13,448 12,879

経常利益 5,029 114,625

特別利益   

 固定資産売却益 765 -

 投資有価証券売却益 13,785 -

 特別利益合計 14,550 -

特別損失   

 固定資産除売却損 - 4,194

 特別損失合計 - 4,194

税金等調整前四半期純利益 19,579 110,430

法人税、住民税及び事業税 16,343 18,218

法人税等調整額 △4,781 △7,111

法人税等合計 11,562 11,107

少数株主損益調整前四半期純利益 8,016 99,323

四半期純利益 8,016 99,323
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 8,016 99,323

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,280 3,713

 退職給付に係る調整額 - 13,294

 その他の包括利益合計 △5,280 17,007

四半期包括利益 2,735 116,331

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,735 116,331
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤務期間に近似した

年数に基づく割引率から、デュレーション法による単一割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

支払手形 ― 千円 188,766千円

設備関係支払手形 ― 〃 1,693 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 138,701千円 151,820千円
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(株主資本等関係)

　

 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

　

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。　

　

 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、平成26年７月28日付で、資本金を913,000千円減少し、その他資本剰余金に振替えた後、同日

付でその他資本剰余金を344,818千円減少し、繰越利益剰余金に振替え、欠損填補を行っております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が700,000千円、資本剰余金が1,399,332千円

となっております。

　なお、株主資本の合計金額には、著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
※１

合計
※２

金型 産業機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 2,738,471 1,331,297 4,069,769 ― 4,069,769

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,738,471 1,331,297 4,069,769 ― 4,069,769

セグメント利益又は損失(△) △80,393 81,837 1,444 14,400 15,844
 

(注)　※１　セグメント利益の調整額14,400千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　※２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
※１

合計
※２

金型 産業機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,070,729 1,277,342 4,348,072 ― 4,348,072

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,070,729 1,277,342 4,348,072 ― 4,348,072

セグメント利益 46,043 64,434 110,477 14,400 124,877
 

(注)　※１　セグメント利益の調整額14,400千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　※２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

　３.報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　当該変更による、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 0円86銭 10円71銭

    (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 8,016 99,323

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 8,016 99,323

普通株式の期中平均株式数(株) 9,274,607 9,274,004
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

株式会社積水工機製作所

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   増　　田　　明　　彦   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井　　上　　正　　彦   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社積水工

機製作所の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社積水工機製作所及び連結子会社の平成26年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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